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自由民主党愛媛県第一選挙区支部長
衆議院議員　塩 崎　恭 久
〒790-0003 松山市三番町4－7－19
TEL 089（941）4843  FAX 089（941）4894

一日も早い復旧・復興と新生日本を目指して
　7月の西日本豪雨災害、台風20号、21号、
そして北海道胆振東部地震など、うち続く自然
災害は、愛媛県はじめ全国で大きな爪痕を残
し、今なお復旧・復興に向け多くの方々が懸命
な努力を続けておられます。災害で尊い命を失
われた皆様のご冥福を心よりお祈り申し上げま
すとともに、被災された全ての皆様に衷心より
お見舞い申し上げます。
　政府は安倍総理の強力なリーダーシップのも
と、迅速な「激甚災害」指定や生活・生業再建
支援策、がけ崩れ・砂防工事等の緊急対策のス
ピーディーな決定等、これまでの枠に捉われな
い、被災者目線での迅速かつ大胆な復旧・復興
策を推進しています。引き続き、息の長い取組
みを一瞬たりとも緩めず、台風等による追加災
害にも引き続き万全の備えをして参ります。
　こうした中、自由民主党総裁選挙が行わ
れ、安倍総裁が広く支持を得て三度、自由民主
党総裁に選出されました。私は日本の政治に同
期として四半世紀以上にわたり共に携わってき
た者として、安倍総理の政治姿勢、信念、実行

力に強い信頼を持ち、一貫して総理を支持して
きました。第二次政権スタート以来５年余
り、日本経済再生を最優先課題とし、着実に成
長基盤を固めるとともに、働き方改革や医
療、介護、子育て支援等の社会保障の再構
築、さらには財政再建にも果敢に挑戦し、確実
に成果を上げてきました。外交・安全保障面で
も世界のリーダーとして、強力なイニシアティ
ブにより世界平和に貢献されています。国民の
皆様のお声に丁寧に、謙虚に耳を傾けなが
ら、安倍総理にさらに強いリーダーシップを発
揮頂き、これまでの実績と改革をさらに推進
し、新生日本を皆様とともに切り拓いて参りた
いと思います。
　平成のその先の時代に向かい、日本、そして
愛媛、松山は今まさに新しく、大きな改革に取
り組む時です。「未来への責任」を果たし、
「安心をかたちに」すべく、私は引き続き全力
で国会議員の使命を果たして参る決意です。皆
様からの変わらぬ温かいご指導、ご鞭撻を心よ
りお願い申し上げます。

安倍総裁3選を目指し、松山で「自由民主党の明日を語る会」を開
催、安倍氏への力強い支持を訴える。丁寧かつ謙虚に皆様の声に
耳を傾け、日本の未来を切り拓く決意を語る。（8/26、松山）

国会議員在職25年の表彰の栄に浴し、全ての皆さまへの感謝
の気持ちを新たにする（右から３人目）。引き続き難題山積の日
本のため全力を尽くして参ります。（5/22、東京・国会議事堂）
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T o p i c s ～あなたの声を政策に～
参 加 者 大 募 集 !

ご近所やサークル、職場、ご友人など、
お仲間の輪の中に塩崎やすひさが参り
ます。是非皆さんの暮らしの「生の声」を
お聞かせ下さい。

連絡先：塩崎恭久事務所　
☎089-941- 4843（早瀬・谷田）

塩崎やすひさ会長の下、この8か月程度で21回のハイペースで開催してき
た「児童養護議連」。発端は平成15年にNAISグループ（根本匠、安倍晋
三、石原伸晃、塩崎恭久の政策勉強会）が始めた「児童養護を考える会」で
す。増え続ける児童虐待への対応等のため、野党時代の平成23年、安倍元
総理（当時）を会長として「児童の養護と未来を考える議員連盟」に格上げ。
安倍会長の総理再就任に伴い、塩崎やすひさが会長を引き継ぎました。真
に子どもを大事にする国を目指して、塩崎やすひさの挑戦は続きます。

自民党「児童の養護と未来を考える議員連盟」とは？

寄港予定岸壁や
三津商店街を視察、意見交換！！

松山を流れる石手川の改修事
業竣工式に出席。（5/20、松山）

大学生との里親制度など児童
養護問題についての勉強会。
（7/14、松山）

各地の盆踊り大会に参加。
（8/18、松山）

今年も「松山まつり」野球拳踊り
の、青色申告会女性部連に参加。
皆さんと、盛り上がりました。
（8/11、松山）

　

平成30年7月豪雨災害 被害状況の把握と対策

人力にしか頼れない中、多くのボ
ランティアの皆さんが土砂を運
び出す。（高浜、7/14）

土砂崩れにより消毒施設などが断
絶。本年の収穫が危ぶまれる。（興
居島・御手洗、7/15）

土砂が桃畑を直撃し、すぐ下の二つ
の池も埋め尽くす。（伊台、7/16）

ボランティアの皆さんが必死の土
砂撤去作業。（粟井・客、7/16）

甘平を中心とする柑橘農園も被
害。撒水施設だけは何とか応急
復旧。（平田町、7/15）

吉藤の紅ま
どんな農園
を土砂崩れ
が直撃。
（吉藤、7/15）

厚生労働大臣室でアイデアが生まれ、来
年5月と6月に一日ずつ松山寄港が決定
した、クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセ
ス」。乗客・船員総数4,000人以上の方々
に喜んでいただくために、国交省と地元
の皆さんと寄港予定岸壁や三津の商店
街を視察し、意見交換。（6/17、松山）


